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医
療
機
関
の
窓
ロ
で
の
支
払
い

は
不
要
で
す
。
 
‘
一
 

高 額琴 
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黙器療養費支給制度を 

2500円 

900円 

18叩円 

改訂前改訂後 
3.4 	4.7 
100 	100 
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示三ー 据置 100 	I「1一一 

1300円 
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五所川原市広報 （青森県） 

昭和49 年 4 月15日 	 326 号 

1 部 4 円 

発行所 五所川原市役所 

「交通事故で親を失った子供さんを励ます会」 

が、このほど交通安全母の会の主催で開かれまL, 

た。会場の市中央公民館には、お母さんやおねえ

さんにつれられた20人の子供たちが集まり、佐々

木市長ら来賓から励まされたあと、昼食をしなが

ら歌や遊戯で楽しいひとときを過ごしました。 
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市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
七
割
給
付

（
乳
児
、
妊
産
婦
 

老
齢
者
を
除
く
）
F
奨
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
の
社
 

会
情
勢
の
急
激
な
変
化
か
ら
交
通
事
故
な
ど
の
災
害
や
難
 

病
、
奇
病
な
ど
に
み
ま
わ
れ
多
額
の
医
療
費
に
苦
し
む
人
 

々
を
救
う
た
め
四
月
一
日
か
ら
国
保
の

r高
額
療
養
費
支
 

給
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

① 《昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

こ
の
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
 

ガ
ン
な
ど
の
難
病
で
ひ
と
り
月

数
十
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ

て
も
三
万
円
の
自
己
負
担
で
す

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

▽
支
給
の
要
件
 

被
保
険
者
（
ひ
と
り
）
が
、
 

同
じ

医
療
機
関
で

月
内
に
保

険
医
療
に
要
し
た
自
己
負
担
額

が
三
万
円
を
こ
え
る
場
合
。
た

だ
し
、
世
帯
員
間
の
合
算
は
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
と
外

来
、
医
科
と
歯
科
は
区
別
さ
れ

ま
す
。
 

▽
支
給
額
 

支
給
の
要
件
で
定
め
る
保
険

医
療
（
保
険
が
き
く
と
い
う
こ
 

と
）
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、
 

自
己
負
担
分
か
ら
三
万
円
を
差

し
引
い
た
額
。
 

た
と
え
ば
、
医
療
費
が
三
十

万
円
の
場
合
は
、
保
険
給
付
の

七
割
（
二
一
万
円
）
を
除
い
た

九
万
円

（
こ
れ
ま
で
の
自
己
負

担
分
）
の
う
ち
六
万
円
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
、
残

り
三
万
円
が
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。
ま
た
保
険
対
象
外
の
差

額
室
料
や
歯
科
の
差
額
徴
収
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
支
給
の
方
法
 

受
給
該
当
者
の
請
求
に
も
と

づ
き
市
健
康
年
金
課
の
窓
ロ
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
 

い
っ
た
ん
医
療
機
関
の
窓
ロ
で
 
 

自
己
負
担
分
の
全
額
を
支
払
い

し
、
後
日
市
に
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療

機
関
か
ら
出
さ
れ
る
「
診
療
報

酬
請
求
明
細
書
」
 
（
通
称
レ
セ

プ
ト
）
に
よ
り
支
払
い
さ
れ
ま

す
の
で
、
実
際
に
支
払
わ
れ
る

の
は
診
療
を
う
け
た
月
か
ら
ー
ー
 

カ
月
後
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
 「
老
人
医
療
」
の
受

給
該
当
者
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
 

市
の
保
険
税
は
、
昭
和
四
十

五
年
度
の
改
訂
以
来
三
カ
年
間

据
え
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
 

そ
の
間
四
十
七
年
二
月
と
四
十

九
年
二
月
の
一
一
回
に
 
わ
た
る

医
療
費
の
引

き
上
げ
や
老
人

医
療
費
、
妊
産
婦
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
に
よ
り
、
年

々
医
療

費
の
支
払
額
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
五
年

度
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
四
十

八
年
度
で
は
医
療
費

が
一
九

〇
、
保
険
税
が
一
三
六
に
あ
た

り
、
医
療
費
の
伸
び
に
保
険
税

収
入
が
追

い
 
つ
け
ず
、年
々

司
保
事
業
の
台
所
が
苦
し
く
な

う
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
四
十
九
年
度
か
ら

は
待
望
の
「
高
額
療
養
費
支
給

制
度
」
の
実
施
と
、
助
産
費
、
 

葬
祭
費
の
引
き
上
げ
を
ば
か
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
の
ま
ま
で

は
赤
字
運
営
に
な
り
ま
す
。
 

一
 

、
 

国
保
事
業
は
、
加
入
者
の
納

め
る
税
金
と
国
、
県
の
負
担
金

や
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
加
分

に
見
合
う
一
定
の
額
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た

だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
と
し
の

保
険
税
は
や
む
な
く
引
き
上
げ

ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
国
や
県
の
指
導
の
も
と
市

議
会
の
議
決
を
得
て
次
の
よ
う

に
改
め
ま
し
た
の
で
、
何
分
の

ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

国
保
税
を
引
上
げ

へ
 



市
議

会

第
一

回

定
例
会
 

四
十
九
年
の
市
議
会
第
一
回

定
例
会
は
、
三
月
十
四
日
か
ら

十
四
日
間
開
か
れ
、
四
十
九
年

度
各
会
計
予
算
を
は
じ
め
議
案

三
十
件
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
 

請
願
五
件
、
意
見
書
二
件
も
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

（
四十
八
年
度
補
正
予
算
）
 

△
一
般
会
計
 
一
億
四
千
五
百

六
十
二
万
円
を
追
加
、
予
算
総

額
は
三
十
二
億
四
千
三
百
六
十

囲
ヲル
ー千
円
に
o
 

△
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
 
四
千
四
百
八
十
九
万

一
千
円
を
追

加
、
予
算
総

額

六
億
七
千
五
百
五
十
二
万
円
。
 

△
高
等
看
護
学
院
特
別
会
計

六
十
万
五
干
円
を
減
額
、
予
算

総
額
は
一
億
一
千
二
百
七
十
四

万
二
千
円
。
 

△
水
道
事
業
会
計
 
資
本
的
支

出
に
二
百
万
円
追
加
。
 

△
病
院
事
業
会
計
 
収
益
的
収
 

，
‘・
・
 

入
」
一
千
四百
二
十
九
万
二
千
円
 

追
加
、
総
額
九
億
七
千
五
百
三

十
七
万
二
千
円
、支
出
三
千
六

百
三
十
一
万
五
千
円
追
加
、
総

額
十
億
一
千
三
百
八
十
万
五
千

円
、
資
本
的
収
入
二
千
三
百
七

十
六
万
四
千
円
追
加
、
総
額
一

億
五
千
四
百
七
十
七
万
四
千
円

支
出
九
百
二
十
八
万
五
千
円
減

額
、
総
額
一
億
五
千
六
百
六
十

三
万
円
。
 

△
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
（
国
民
健
康
保
険
の
高
額

療
養
費
支
給
制
度
を
四
月
か
ら

実
施
）
 

△
森
の
家
設
置
条
例
制
定

（
特

定
目
的
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

老
人
、
身
体
障
害
者
、
母
子
家

庭
等
の
た
め
に
「
森
の
家
」
を

建
設
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
）
 

△
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正
（
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
 

？
ま
す
。
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l億5.O3TflS干円 

~億8.5577j2干円 

I 意8 ,802万8+F 

.2億0.771 4-R 

I2億2. IOS7)4干円 

3暗7026万9干円 

歳 出 

昭相4g年度ー収会計予算 

33億3、582万9干円 

畦欝稽転履46%  

医農戻鞭奮56 	% 

臨誌収入消防費56%I 

3.3新有 債公債黄 6.2% 

乞9警 各衛生費 6.6%I 
」竺錯離総務費 Hl% 

歳 入 

I億0302万5干円 

8366万8干円 

I億0. 49ThT4-P4 

l億0,s t05Ft 

~億6285万5干円 

1 億8.3T3乃 5干円 

I 	I 	I 	I 	I 	I 	I 	I 	I 	I 

to S 6 76 5 4 3 2志 0 

1
目
 

I58% S篤2,7Qう8F- 

5億4. 43う74 t63% ェ不費 

民生費g億4.O22ThBR 2&2% 

T側.074万6FI'T 2j32市 税教斎費 

Il億0.T0Oう円 	33.2%地 f”衣 
メI’」 4ル 

Tt70To23T-円 23.1  塵 
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百
八
十
万
円

（
特定
目
的
住
宅

二
二
戸
，
老
人
住
宅
六
戸
、
身
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？
 
市
の
四
十
九
年
度
の
一
般
、
 

）
特
別
会
計
予
算
は
、
」
肩
の
第
・
 

ー
 
？
一
回
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
 

q
 

一
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前

‘
 

？
年
度
（
当
初
）
よ
り
五
億
一
千
・

？
六
百
万
二
千
円
多
い
三
十
三
億

一
三
千
五
百
八
十
二
万
九
千
円
（
 

（
伸
び
率
一
八

・
三
％
）
と
決
定

リ

一
し
ま
し
た
。
 

（
 
佐

木々
市
長
は
、
そ
の
所
信
一
 

（
表
明
の
な
か
で
予
算
編
成
の
一

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
が
一
 

《
健
全
財
政
を堅
持
し
な
が
ら
、
 一

一
市
民
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
「
一

一
市
民
福
祉
の
充
実
と
環
境
の
整
一

？
備
」
を
新
年
度
の
施
策
の
重
点
「
 

一
に
お
い
て
お
り
ま
す
。
 

「
 

●
 

一
 
し
か
し
、
 「
企
業
、
特
別
 舞

一
 

（
の
強
い
事
業
が
社
会
の
激
変
に
「
 

（
よ
り
、
必
要
最
少
限
度
の
料
金
（
 

＼
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
》
 

』
」
こ
と
で
、
今
後
経
営
意
識
を
「
 

』
厳
し
く
律
し
、
行
政
効
率
の
向

「
 

『
上
に
努
め
ま
す
。
 

”
 

）
「
過
去
「
年
余
に
わ
た
り
実
施
一
 

）
し
て
き
た
公
共
料
金
凍
結
に
則
〉
 

一
り
、
今
後
と
も
使
用
料
、
手
数
《
 

）
料
な
ど
を
凍
結
し
、
市
民
生
活
』
 

』
の
安
定
に
努
力
し
」
ま
た
「
昭
）
 

）
和
四
十
四
年
か
ら
の
市
民
税
の
》
 

減
税
以
来
、
順
次
税
率
の
引
き
）
 

下
げ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
）
 

一
四
十
九
年
度
も
固
定
資
産
税
の
）
 

一
税
率
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
）
 

一
小
規
模
住
宅
用
地
に
か
か
る
税
〈
 

、
 

一
の
軽
減
を
は
か
り
」
物
価
の
高
”
 

一
騰
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
市
民
の
一

？
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
に
配
慮
～
 

？
し
て
お
り
ま
す
。
 

“
 

一
 
以
下
、
四
十
九
年
度
の
主
な
一
 

（
事
業
を
紹
介
し
、
み
な
さ
ん
の
一
 

（
ご
協
力
を
あ
お
ぎ
た
い
と
思
い
一
 
 

る
）
 

△
市
税
条
例
の
「
部
改
正
（
国

民
健
康
保
険

の
所
得
額
の

割

合
、
均
等
割
額
、
平
等
割
額
の

引
き
上
げ
、
都
市
計
画
税
の
課

税
区
域
の
拡
大
、
固
定
資
産
税

の
税
率
の
引
き
下
げ
）
 

△
火
葬
場
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
市
火
葬
場
の
使
用
料

を
無
料
と
す
る
）
 

△
松
島
団
地
排
水
施
設
管
理
条

例
の
一
部
改
正
（
排水
施
設
使

用
料
の
住
民
負
担
の
軽
減
を
す

る
た
め
料
率
を
引
き
下
げ
る
）
 

（
請
願
）
 

△
道
路
の
市
道
編
入
に
関
す
る

請
願

（
採歌
）
 

△
公
共
料
金
の
値
上
げ
案
反
対

に
関
す
る
請
願
四
件

（
い
ず
れ

も
不
採
択
）
 

（
議
員
提出
）
 

△
水
道
事
業
に
対
す
る
財
政
援

助
措
置
の
強
化
に
関
す
る
意
見

書
（
可
決
）
 

△
現
行
失
業
保
険
法
改
正
反
対

に
関
す
る
意
見
書
（
可
決
）
 

ー
〔v
 

担
、
長
期
療
養
者
へ
の
法
外
援

護
の

新
設
、
寝
具
乾
燥
の

新

設
。
た
だ
し
安
全
杖
の
交
付
、
 

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
は
昨
年

と
同
じ
）
 

独
居
老
人
に
給
食
 

△
市
民
福
祉
の
充
実
V
 

，
 
▽
公
営
住
宅
の
建
設
 
一
億
 

▽
老
人
ク
ー
こフ
に
対
す
る
テ
 

レ
ビ
助
成
三
十
四
万
円
▽
性
活
 

▽
消
防
庁
舎
の
建
設
へ
継
続

保
護
家
庭
に
対
す
る
水
道
門
収
 

）
 
一
千
六
百
五
十
二
万
月
 



認億3,582万9千円 

1億5,003万6千円 

1億5,003万6千円 

0 

2,414万6千円 

1 ,709万7千円 

8億4.773万円 

2億円 

会計別内訳 

水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出 

特 別 会 計 

市立高等看護学院会計 

国民健康保険事業勘定会計 

公共用地取得事業会計 

ー 般 会 計 

建設事業費 

5億6. 6S5万2干円 

~T0くうら 

物汗費 6.2% 
3億654丙5干円 

I1.0% 	3 

その他 

維持補I修霞 
5.OS8JT干円 I'5fO 

山一 ‘ 一ー 	＼\ 

I億L6T5万4T-A ョ，ら％ 

扶助費 

a億1.50刀うT干円 

244% 
総 額

弱億3弱2加釈 

旧a0% 

10億1,104万円 

10億7, 104万円 

5,101万円 

5,101万円 

病院事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出 
ぐ教育の向上「＞ 

中央小を増築 
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 一

一戸
）
 

ひ
と
り
暮
し
老
人
へ
の
給
食

A
  
▽
「
森
の
家
」
充
実
費
 
百
  

十
九
万
円
 
▽
身
障
者
補
狗
具
 

・

五
十
万
円
 

の
修
理
負
担
免
除
な
ど
八
万
円
 

▽
み
ど
り
の
奉
仕
員
 
百
四
 

（
国
保

助
産
費
の
引
き
、上

 

十
二
万
円
 

げ
、

国
保
高
額
医
療
の
公
費
負
 

f

？
二
一．、
マ
ニ
ノ
二J
、
・
二
一
く
了
ー
ノ
ー
、
・
！・
！
こ
、
、二
一く
ぐ
・
・
ノ
・
；、
、・
二
【
‘
ご
二
？
二
、、
、、
二
一
‘
了
！

（
環
境
の
整
備
ー
マ
 

区
）
一
億
三
千
七
百
八
十
八
万

△
水
資
源
の
確
保

（
浅瀬
石
 
円
 

ダ
ム
か
ら
一
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
 

△
ほ
場
整
備

（
調
査
計
画
）
 

確
保
）
四
百
二
十
八
万
円
 

事
業
助
成
 

一
千
八
百
八
十
万

△
下
水
道
の
基
本
調
査
委
託
 
円
 

料
 
四
百
九
十
 

三
万
円
 

生
活
道

路
を
整
備
 

△
生
活
道
路
 

の
整
備
 

一
億
五
千
六
百
万
円
 

△
新
農
業
セ
ン
タ
ー
整
備
 

△
街
路
整
備
事
業
 
二
千
二
 
一
千
六
百
十
万
円
 

百
三
十
四
万
円
 
△

農
道
整
備
事
業
 
三
千
七
 

△
交
通
安
全
施
設
の
充
実
 

百
六
十
万
円
 

一

五
瓦
罷
ー
ー
“
 

デ
監
勧

査
 
九百
六
十
万
 
f
▽
覇

公
園
設
導

四
百
七
、
 

五
百
万
円
 

▽
国
土
調
査
 
九
百
六
十
万
 

I

△
区
画
整
理
事
業

（
第
ー
工
 
円
 

へ
 《
へ

一
左
面
聾
里
軒
業
へ
富
一
工
 
月
 

万
月

・
 

I
 

《
 
 

車

一
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三

台
、
ホ
ー
ス
そ
の
他
）
 
六
百

二
十
六
万
円
 

（
市
民
火
葬
場
使
用
料
を
無

料
化
）
 

▽
水
稲癖

鰐
醐
編

へ
 

の
予
託
金
の
増
額
 
、
 

五
千
三
百
万
円
 

？

▽
河
川
公
園
の
整
備
 
一
千
 
～
 

万
円
 

〈
 

・

i
▽
に
ワ

l
セ
ン
●
ー
の
整

一
 

▽
運
動
公
園
設
計
 
四
百
七
 
～
 

万
円

・
 
 
I
 

)
 

△
第
二
中
学
校
の
建
設

（
継

継
）
四
千
万
円
 

△
中
央
小
学
校
の
増
築

千
二
百
八
十
八
万
円
 

△
第
三
中
学
校
プ
ー
ル
の
建

設
 
七
百
七
十
万
円
 

（
こ
と
ば
の
教
室
の
開
設
、
 

高
等
看
護
学
院
の
充
実
）
 

市民福祉の充実と環境の 

▽
災
害
復
旧
事
業
 
七
百
九
 
「
 

十
九
万
円
 
へ

▽
農
免
道
路
整
備
 
五
百
五
 
）
 

十
1
1
1
万
円
 

〈
 

備
 
四
百
三
十
一
万
円
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水道料金表 
用途別

家庭用 

一
基水

本
量
 

現 行 料 金 改 定 料 金 
基本料金 超過料金 基本料金 超過料金 

3m
9
  

円 
290 

3m
 

 d
,
 

円
5
  

円 
370 

3m
 

 
円
5
  

に
J
  

営業用 10 560 65 730 85 

湯屋用 130 2, 500 40 3,250 55 

団体用 10 550 65 720 85 

エ業用 50 1 .960 55 2,550 75 

観賞用 10 

1 

103 

600 90 780 120 

臨時用 7り \ 90 ×、 

プール用

定額制 

2,500 40 3.250 55 

1世帯 450 ×、 !9J \ 
 

共用栓 1世帯 320 、、、、、 妊0 \
  

④
 

五
所
川
原
市
の
三
月
定
例
議

会
に
お
い
て
、
水
道
料
金
を
五

月
一
日
か
ら
別
表
の
よ
う
に
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

水
道
事
業

に
つ
き
ま
し

て

は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民
の
皆
様

に
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
水
道
課
に
お
き
ま
し
て

も
経

営
業
務
の
改
善
に
 
つ
と

め
、
企
業
努
力
を
重
わ
て
r
民

の
皆
様
に
き
批
い
で
、
豊
か
な
 

・
・
 
水
を
供

給
す
る
た
め
日
夜
努
力
 

「
 

を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
一
市
勢
の急
激
な
発
展
と
と

も
に
、
水
の
需
要
が
増
え
た
の

に
対
処
す
る
た
め
や
、
未
給
水

地
域
の
解
消
の
た
め
の
設
備
投

資
な
ど
に
 
多く
の
 
お金
を
費

や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
元
利
償

還
金
が
累
増
し
た
こ
と
、
加
え

て
人
件
費
の
増
加
、
資
材
の
高

騰
等
こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
す
ま

す
赤
字
が
増
え
る
た
め
、
経
営

の
た
て
な
お
し
を
は
か
る
う
え

か
ら
も
、
水
道
事
業
の
独
立
採

算
性
の
た
て
ま
え
か
ら
、
止
む

を
得
ず
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
 一
般
家
庭

用
の
水
道
料
金
は
、
二
三
・
五

％
、
総
体
で
二
七
・
四
％
の
値
 
 

上
げ
と
な
る
わ
け
で
、
諸
物
価

の
値
上
げ
で
い
ろ
い
ろ
社
会
問

題
化
し

て
い
る
現
状
の
 な
か

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す

が
、
な
に
と
ぞ
ご
 理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

ご
不
審
な
点
に
つ
い
て
は
、
 

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
水
道
課
の
方

へ
お
問
い
あ
わ
せ
願
い
ま
す
。
 

く
ら
し
と
水
 

水
は
広
い
範
囲
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
が
毎

日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水

も
、
ち

ょ
っ
と
 
目
を
む
け
 
る

と
、
 朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま

で
の
あ
い
だ
、
た
え
ず
水
と
と

も
に
す
ご
し
て
い
る
こ
と
に
お

気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

飲
料
水
を
は
じ
め
、
洗
面
や

す
い
事
、
洗
た
く
、
掃
除
、
お

ふ
ろ
、
水
洗
ト
イ
レ
等
と
水
は

毎
日
の
く
ら
し
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
ほ
か
、
工
場
、
商
店
、
 

病
院
、
プ

ー
ル
、
火
災
現
場
で

と
、
水
は
わ
た
く
し
た
ち
の
生

活
と
切
り
は
な
せ
な
い
も
の
で
 
 

あ
り
、
社
会
生
活
の
潤
滑
油
と

も
言
い
る
で
し

ょ
う
。
 

十
八
日
か
ら
 

市

民
緑

化
週

間
 

緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
こ
と
し
か
ら
毎
年
こ
の
時

期
を

「
市
民
緑
化
週
間
」
と
定

め
ま
し
た
。
 

▽
主
催
 
市

「
花
と
緑
と
小

鳥
の
市
民
連
合
」
 

▽
期
間
 
四
月
十
八
日
ー
四

月
二
十
四
日
 

期
間
中
の
行
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
緑
化
ま
つ
り

（
苗木
の
展

示
即
売
、
草
花
の
種
子
、
苗
木

の
無
料
配
布
、
緑
化
相
談
）
 

十
八
日
ー
二
十
二
日
午
前
九
 

こ
と
し
は
休
耕
奨
励
補
助
金

が
打
ち
切
り
と
な
り
、
転
作
（
 

普
通
転
作
、
永
年
転
作
）
と
土

地
改
良
区
で
実
施
す
る
通
年
施

行
が
奨
励
補
助
金
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
対
象

と
な
ら
な
い
の
で
稲
作
復
元
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

指
示
さ
れ
た
今
年
度
の
稲
作

転
換
目
標
数
量
は
 

▽
目
標
 
千
百
六
十
八
ト
ン
 

（
面
積
二
〇
五
・
六
紛
）
 

指
示
さ
れ
た
事
前
売
り
渡
し

申
し
込
み
限
度
数
量
は
 

▽
二
万
六
千
三
百
十
三
ト
ン
 

（
四
三
八
、
五
五
〇
俵
）
 

市
の
米
生
産
調
整
推
進
協
議

会
は
、
今
年
度
の
稲
作
転
換
実

施
計
画
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま

し
た
。
 

▽
稲
作
転
換
目
標
数
量
は

昨
年
と
同
様
、
個
人
別
に
目
標

数
量
を
指
示
し
な
い
こ
と
に
な

り
、
希
望
す
る
農
家
だ
け
と
す

る
。
 

事
前
売
り
渡
し
申
し
込
み
限

度
数
量
は
、
農
業
者
の
希
望
数

量
と
す
る
。
 

今
年
度
の
奨
励
補
助
金
は
、
 

基
準
反
収
、
金
額
と
も
四
十
八

年
度
と
同
じ
で
、
通
年
施
行
は
 
 

時
か
ら

（
市
庁
舎
前
お
ま
つ
り

広
場
）
 

▽
庭
木
手
入
講
習
会
 
二
十

一
日
午
後
一
時
（
産
経
会
館
四

階
）
 

▽
草
花
と
園
芸
相
談
 
二
十

日
、
二
十
一
 
日
（
 
お
ま
つ
り

広
場
）
 

▽
花
と
緑
の
交
換
会
 
二
十

一
日
 
（
おま
つ
り
広
場
）
 

▽
市
民
植
樹
祭
 
二
十
日
午

後
二
時
か
ら

（
錦
町
提
防
裏
）
 

な
お
市

教
育
委
員
会
は
十

七
、
十
八
の
両
日
入
学
の
記
念

樹
に
桜
七
百
本
、
梅
千
二
百
本

を
配
布
す
る
ほ
か
、
 「
小
鳥
の

森
」
づ
く
り
の
た
め
桜
、
梅
な

ど
の
苗
木
千
四
百
本
を
無
料
配

布
し
ま
す
。
 

基
準
反
収
×
六
十
八
円
、
普
通

転
作
は
基
準
反
収
×
六
十
八
円

＋
五
千
円
、
永
年
転
作
は
基
準

反
収

×
六
十
八
円
十
一
万
円
。
 

▽
稲
作
転
換
の
特
別
協
力
費

こ
と
し
転
換
し
た
農
家
に
対

す
る
特
別
協
力
費
は
、
市
単
位

で
八
〇
％
以
上
一
二
〇
％
以
下

で
あ
り
、
こ
の
範
囲
内
で
の
協

力
費
は
キ
ロ
あ
た
り
九
円
五
十

銭
で
す
。
 

保
険
料
の
納
期
 

は
四

月
末
日
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
 一

月
、
二
月
、
三
月
分
が
四
月
末

日
が
納

期
限
に
な
っ
て
 
い
ま
 

す
。
 

と
く
に
昨
年
四
月
分
か
ら
こ

と
し
三
月
分
ま
で
の
保
険
科
は

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
る
と
市
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
期
限
ま
で
必
ず
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

国
保
の
助
産
葬
 

祭
費
を
引
上
げ
 

国
保
加
入
者
の
助
産
費
は
、
 

こ
れ
ま
で

一
万
円
で
し
た
が
、
 

四
月
一
日
以
降
の
出
産
分
か
ら

二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

ま
た
、
葬
祭
費
も
四
月
一
日

以
降
の
死
亡
分
か
ら
三
千
円
が

五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
 

‘

一
 

畿
 

市
の
稲
作
転
換
計
画
 

売
渡
量
は
農
家
の
希

望
で
 

、
 

o
・
 

G
 

、
 

押
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